


今回の iFグループジョイントリサイタル」の出演者を見ますと、そ目顔ぶれは11

回生から53回生までと、実に42年間iこ宣る人達となっています。これは驚くべきこと

ですが、ほんとうにうれしいことです。なぜなら、こ白械に卒業生達が幅広く 、時を

越えて同じ舞台に乗ることの中から、私たち教育に燐わる者は、これまでの音楽教育

の自信と反省を見るでしょうし、同時にこれからの教育の方向性を知る上でも、大き

な手掛かりになるにちがいないからです。

2日05年度から始まる音楽学部の改革教育は、これまでの三学科体制を二学科体制と

したものです。時代のニーズを考えた新しい音楽芸術学科、そ Lてこれまで行って来

た専門教育の質の向上を、少人数により目ざす凶器学科。いずれも、 これからのフェ

リスの音楽教育が取るべき方向性をはっきりと打ち出Lたものです。卒業生田皆僚に

も、充分理解していただける様努力して行きたいと思っています。 20年後白、このジョ

イン卜リサイタルは、きっと多彩なものになっていることでしょう。

音楽学部長 渡透 明

皆さま、お忙Lいなか、 Fグループ ・ジョイントコンサートにお出かけくださいま

して、ありがとうございます。

ジョイントコンサ トは、フェリスで音楽を学んだ者が世代をこえて同じステージ

に立ち、日ごろの研鎖にたいし広くご批評をいただくとともに、たがいに励ましあい、

交流を深める場にほかなりません。「同窓会を単なる親睦会でな く、 学び向上する集

いに」ーーこれは初代会長(大島久子氏 ・l回生)が述べられた言葉ですが、以後三

十余年、 Fグル プの主軸活動と Lて、ジョイントコンサー卜、研修会、ティータイ

ム・コンサ 卜の毎年開催が定着してまいりました。

少子化の影響を受けてどの大学もきびしい経営状況に直面し、との音楽学部も改革

白時を迎えようとしています。しかし、音楽を志した者の道は終わりなき学びである

ことに変わりはありません。私たち Fグル プは、卒業生を支援し卒業生を結びつけ

るこれらの活動を、これからもしっかり誕り続けていきたいと思います。どうかご支

緩くださいませ。

Fグルプ会長 大谷図 子



プログラム

ソプラノ独唱 佐牛木孝枝 (53回生) ピアノ 小坂朋子 (52回生)

V ベッ')ーニ オペラ 「夢遊病の女」より

“ああ、信じられない"

ピアノ独奏山 本 tJ!lll二子 (47回生)

F ショ バ ン 幻想ポロネ ズ変イ長調作品61

K シマノフスキ 作品29(メ ト プ}より

第 1曲 「セイレーン白島J

ソプラノ腕小泉寧子 (21回生) ピアノ河田康子 (22回生)

R νューマン 「女の愛と生涯」全8曲

I あの方にはじめてお会いして以来

2.だれよりもすばらしいお方

3 なにがどうなっているのかさっぱりわからない

4 わた しの指にはまっている指輪よ

5 手伝ってちょうだい、妹たち

6 したわしい友のように、あなたは

7 わたしのこころに、わたしの胸に

8. あなたはわたしにはじめて苦しみをお与えになりました



ソプラノ独唱 晶Iia 和 底 (34回生) ピアノ 田部井美和子 (お回生)
山田耕作 野蓄積

こ白道

酸棋の咲く頃

かえろかえろと

E貝

G ヴェルディ オペラ 「リゴレット」より

“慕わLい人の名は"

ピアノ独奏岩 男潤子 (47回生)

5 プロコフィエ7 ピアノ ・ソナタ 第2番 ニ短調作品14

弦楽合奏 Fグループアンサンプル指揮久山恵子

A ドヴォルザーク 弦楽セレナード ホ長制 作品22より

第 1楽章モデラー卜

第 4楽章ラルゲッ卜

第 5楽章 アレグロ ・ヴィヴアーチェ

コンサ F トマスター 草薙嵯峨子

特別出凶チェロ 藤村俊介

ヴァイオリン 岡崎光子 (11)日比野容子 (14)中島美代子Cl5)

斉藤幸枝 (16)福井直美 (20)柴田美和子 (21)

島田友香子 (21)寺尾美紀 (38)犬飼美奈 (48)

中川里奈 (48)高橋美奈子間野久美子福本真理

ヴィ オ ラ植村映子 CI5)神原直子 (15)田村しおり (50)

鏑木洋子斉藤彩(賛助)

チェ ロ 井上真那美 (51)

中国有(賛助)字野陽子(賛助)

コントラパス 富加代子斎藤直樹



佐々木孝枝 (53回生)
フェリス女学院大学音楽学部声楽学科卒業。卒業時に三宅賞受賞。現在同大

学院音楽研究科声楽専攻在学中。学部在学中、フェリス女学院大学奨学会特別

奨学金を授与。 「オーケス卜ラ協演目タベJI卒業記念演奏会JI第74回読売新人
漬奏会」に出演。イタリア白コルソにて 「オペラ専門コース」を受講し、 G モニ

チ氏に師事する。これまでに、鈴木寛一、宝福英樹、大沼美恵子、蔵田雅之の各

氏に師事。

『本日M奏する曲は、 V ベy リーニ 0801~ 1835)が30歳の時に作曲したオペラ作品目中のア
')アです。夢遊病状態で現オ1、愛を失った悲しみと自らの潔白を、レチタティ ヴォと美しい旋律由

アリアで表しています。今夏、初めてイタリア白コルソでレッスンを受け、演奏をしてまいりました。

そ白成果を、是非本日の演奏で表せられればι思っております。』

小立fM子 (52回生)
フェリ ス女学院大学音楽学部器楽学科卒業。同テ'ィプロマコース修了。在学中「オーケス卜ラ協

M白タベJI卒業記念演奏会」に出演。「第73回読売新人演奏会」に出演。木幡律子、鈴木由紀子、
鈴木敬子、sゼーパス、磯崎涼子四各氏に師事。現在、フェリス音楽教室ソルフェージュ科講師。

山本wl/仁子 (47回生)
フェリス女学院大学音楽学部器楽学科卒業、およびテ'ィプロマコース修了。在

学中フェリス管弦楽団と協演、第11、12回かながわ音楽コンクール入選、第4、
6回日本クランック音楽コンク ル入選。卒業後、ロータリー財団際学生としてウィー

ン市立音楽院に入学、研績を積む。第 1回ウィーンピアニス卜コンクール第 I位、
同時に特別賞受賞。ウィ ン、日本でのソロ活動をはじめ、室内楽 ・伴奏の分野

でも幅広い活動を行っている。これまでに加藤伸佳、磯崎淳子、種田直之、ユリ

カ・ベハ由各氏に師事。

『演奏には(，il弱者自身の人格や考え、そしてどういった生き方をしてきたのか、ということまで鮮

明に映し出されてしまいます。「表現」について考える時、私は日々そういった芸術白持つ不思議な

力に篤きながら、いつも身が引き締まる思いです。これからも自己への眼差しを深めることと共に、

作品に常に真筆に向き合っていきたいと思っています。』

小泉寧子 (21回生)

フェリス女学院短期大学音楽科声楽科卒業。同校卒業演奏会、横浜市新人演

奏会出演。卒業後、日本女声合唱団在籍。現在東京チェンパークワイア所属。倉

長治子、桑原妙子、湾藤京子の各氏に師事。今夏ニ ス及びバJレマ夏期国際音楽

アカデミ ーにてダルトン ・ボールドウィン、ロレーヌ ・ヌパールの各氏に師事。

『こ白度、母校のフェリスホールで演奏させていただける機会を威主心より感謝

いたしております。学生の頃とはまた違った歌うことの喜びを改めて感じ、これか

らも勉強を続けていきたいと思っています。今日はこの様に相応しい 「女の愛と生涯」を表現できる

よう、心を込めて歌わせていただきます。』

J可田康子 (22同生)

フェリス女学院短期大学音楽科同専攻科卒業。ピアノを三宅洋一郎氏に、デュオを児玉邦夫 ・幸

干両氏に師事。今夏パルマ国際音楽アカデミーにてダル卜ン ・ボールドウィン氏に師事。おもに声楽 ・

コーラスの伴奏 ・ピアノデュオ演奏会に多数出演。Duo'73、国際ピアノデュオ協会会員。女声合唱
団「みずばしょう」鵠沼グリーンハーモニーピアニスト。



藤田和恵 (34回生〕

フェリス女学院短期大学音楽科同専攻科研究科卒業。二期会オベラスタジオ修

了。藍原恵子、清水明子、倉長治子、花島雅子、大島洋子の各氏に師事。現在
下村洋子氏に師事。神奈川県立音楽堂新人凶奏会に出演。ヴィヴァルディ「グロー
リア」のソリストとしてニュ ヨ ク・シンフォニック・アンサンプノレと共演。黒磯

市民オペラ 「桶山伏JI那須野巻狩りJI殺生石物語」の三作において主役を務め
る。 2004年リサイタルを開催。現在各地で演奏活動を行う。また、たく さんの方々

にむに浸みる歌を届けたいとの思いから、地元で白スク ルコンサ トやチャリテイコンサ ト、老人

ホームでのボランティアコンサー卜等を開催。その傍ら、女声合唱や児童合唱の指導を行う。二期会
会員。

「今年7月に地元黒羽町ゆかりの“奥の細道"の句に曲を付けて頂き新作歌曲でのリサイタルを開
催する事ができました。今日は、お世話になった先生方、友人達へ感謝の気持を込めて演奏したいと
臣、っております。』

田部井美和子 (お回生)

高崎市出身。フェリ ス女学院短大音楽科卒業。同校卒業演奏会及び群馬新人凶奏会出演。その

他、オ ケス卜ラとの共演やリサイタル、室内楽などの演奏活動を行う。ピアノを指方容子、宇野紀

子、村上弦一郎の各氏に、またチェンパロを渡遺順生氏に師事。平成12年より足利市民合唱団のピ
アノを担当する。足利市在住。

若男溜子 (47回生)

愛知県立明和高等学校音楽科を経て、フェリス女学院大学音楽学部器楽学科を

首席で卒業。 2004年東京芸術大学音楽学部別科修了。第68回読売新人演奏会、
第20回読売中部新人演奏会、1999年、2000年には横浜交響楽団と共演。第四回
かながわ音楽コンクールシニアピアノ部門第2位入賞。これまでに平野峰子、笠間
春子、辛島仔緒子、辛島輝治の各氏に師事。

「久しぶりにフェリスホールでの漬奏会、大変うれしく恩います。これまでロマン

派を中心に勉強してきましたが、今回は現代の作曲家、プロコフィエフに挑戦します。ピアノという

楽器を打楽器的に使用したプロコフィエフならではの特徴を表現できたらと思っております。』

久山恵子 (指障者)

桐朋学園で斎藤秀雄氏に、指揮法及びオーケス卜ラの指導法を学ぶ。ジョージ ・セル、ストコフス

キ 等にも師事し、海外で研績・活躍の後、帰国。プロのオーケス卜ラの指揮だけではなく、地方や

大学のオ ケストラにも数多く客演し、演奏会、TV、放送と幅広く活躍している。 1998年 1月より
Fグルプアンサンプル指揮者。

FクソLープアンサンブル
『結成以来14年、久山先生のご指導を受け始めてから 6年が経過しました。人数が少ないヴァイオ
リン科同窓生で合奏回目活動を継続してゆく知恵として、教育活動や演奏活動の仕事をしながらでも
練習に参加できるように、関東以外の地方の同窓生も参加できるようにと、合奏を仕上げるにはとて

も少なすぎるベースですが毎月 1度の練習を続けてきました。極力全員出席を目指しつつヰの歩みの
ような練習ですが、忍耐強くリードして下さる久山先生の棒に、心ひとつについていけるようになった
時、音楽がアンサンフノ同響きの中から浮かひF上がってくる新鮮な驚きと悦びを感じています。少人数

ゆえ長年憧れつつあきらめていたセレナードですが、若いメンパーの参加と、コンサ トマスタ 草薙

嵯峨子さんや特別出演の藤村俊介さん、低音部賛助出演の皆様の協力を得て、ょうやく条判が整い

ました。ドウォルザ ク没後10日年記念の年に、皆様の心に届く演奏ができますように lJ




